
質　　　問 回　　　答 質　　　問 回　　　答

1

(コザクラブjr立ち上げについての必要性を感じていた

中で赴任のタイミング･同世代の子ども達がいた等の

条件が揃っていなければ、どのような方法をとってい

たか。又は今後、指導者や選手が揃わなくなった場合

はどうしていくのか？

揃っていなかった場合については、回答しづらいの

で、指導者や選手が揃わなかったことについて回答し

ます。選手は、それぞれの校区の学校に進学します。

指導者については、コザハンドボール協会を設立した

ので、協会員や大学を卒業した若い世代のハンド経験

者を学校側と相談しながら外部指導員として配置でき

ればと考えています。

対戦相手と違う形の場合、どのような視点で判定され

るのでしょうか？演技なのでその出来ばえを客観的な

視点で採点(判定)することは難しいと思います。素人

でも分かり易く取り組まれていることはありますか？

形競技では、どの形を演武しても「力強さ」「スピー

ド」「バランス」「リズム」というスポーツ的な視点

を審判は見ます。そして、それぞれの形の中にある

「立ち方」「技」「動き」「呼吸」など武道的な視点

を加えて総合的に判定をします。

現行ルールでは採点による判定ではなく、５人の審判

員が２人の競技者の演武を見て、どちらが良かったか

を二者択一で判定しており、素人でもわかり易いよう

に工夫をしています。

2

スパルタ指導から、選手ファーストの指導に変化した

きっかけは？

実践発表の場で申し上げたとおり、ゲームの展開を状

況判断するのは、選手なので、日頃からこういう取り

組みをしていかなければ、なかなか難しいことなの

で、選手の成長を信じながら指導しています。

選手を指導するにあたり、大切にしている「言葉」は

何ですか？

特に大切にしている「言葉」というものは、ありませ

ん。ただ、ミーティングや個別指導をする際に「伝え

たい内容が伝わっているか？」ということを意識して

います。

3

練習前の選手同志でのチームミーティングの内容や時

間などを教えてください。

内容は練習前に、今日取り組む練習メニューやチーム

としての課題を明確にして練習をしています。時間は

５～10分程度です。

選手育成と平行して指導者自身がどう変化しました

か？

選手は個性（技量、体力、体格、気質など）がみんな

違っています。そのため、部全体のレベルアップを図

るための声かけと、個人のレベルアップを図るための

声かけは必然的に違ってきます。その違いをどのよう

に分けるかを考えるようになりました。

4

ベンチ入りメンバーを全て出場させる事のメリットは

何でしょうか？

メリットについては、チームの一員としての自覚を待

たせることが重要だと考えています。同じ時間・同じ

場所・同じ練習をしており、選手自身に「自分も出来

る」ということを認識させたい。

中・高部活動連携の目的と、メリット･デメリット(実

際にあった事例、予想されること)

中高連携の目的は競技力の向上に絞られると思いま

す。中学側のメリットとしては、高校生の技術に触れ

ることで意欲が増したり、自分の実力を高校生と比較

する機会であると考えます。また、デメリットとして

は中学生の体力を超えたハードな練習によるケガの可

能性があります。

5

選手を指導するにあたり、大切にしている「言葉」は

何ですか？

特にありませんが、あげるならば、”チャレンジ精神”

です。優勝に向けて”チャレンジ”しようと伝えていま

す。

ケガをしない体づくりの工夫について 練習の導入部に、動的ストレッチ（ダイナミックスト

レッチ）をさせています。また、ジョギングなどで体

を温めた後に静的ストレッチをさせることもありま

す。また、ケガをしないことが選手生命を延ばすだけ

でなく、今後の豊かな人生に良い影響を与えることも

折に触れて話をし、体のケアの大切さを理解させるよ

うにしています。

6

選手育成と平行して指導者自身がどう変化しました

か？

選手の育成については、これまでの取り組みを活かし

ながら引き続き始動していきたいと思います。指導者

自身の変化については、年齢的なものもありますが、

選手自身の”答え”を待つことが出来るようになりまし

た。

中学校までの競技人口は多いのに、高校に入学すると

女子が急激に減るテニスですが、ハンド･なぎなた･空

手道もそういうことはありますか？何かアドバイスを

お願いします。

高校の女子の競技人口について、きちんと把握してい

ないので回答が難しいです。

7

中・高部活動連携の目的と、メリット･デメリット(実

際にあった事例、予想されること)

沖縄県は離島県なので、やはり中高連携は必要不可欠

だと思います。本土のチームの状況を聞くと、週末や

連休などを利用して、他府県に遠征をしてチーム力の

向上を頻繁に行っており、それが中々出来ない状況な

ので、競技レベルの高い高校との連携は必要だと思い

ます。予想されることとして、高校進学時に、進路先

の選択については注意が必要だと思います。

全国の強豪チームの中高連携はどのように上手くやっ

ていると感じますか？沖縄の課題は何だと思われます

か？

空手道競技に関しては、県外の強豪校は中高一貫校が

多いように感じます。また、地域の空手道場と中学校

がうまく連携しているようにも感じます。

沖縄県の課題としては、中学生と高校生が混じって練

習できる場（時間と場所）をいかに設けることができ

るか？だと思います。

8

ケガをしない体づくりの工夫について ケガをしない体作りの工夫については、ハンドボール

競技は、身体接触が許されている競技であり、肉体的

にもかなりハードな競技です。それを踏まえて、日頃

かなりランメニューやサーキットトレ・ロープトレ・

体幹強化などかなりの頻度で行っています。

魅力ある部活動を行うために、バーンアウト、ドロッ

プアウト、オーバーユースによるスポーツ障害の防止

方法について

魅力ある部活動とは、中学生の目線から考えると①勝

てるチームであること、②部活内に自分の居場所があ

ることの２点だと考えます。どちらが優先かはチーム

の質によると思います。バーンアウトやドロップアウ

トの防止は、それぞれの部員の気質や将来性、家庭環

境などさまざまな要因があると考えます。そのため、

顧問は教育相談的な面も持っていることを日々の活動

の中で部員に感じさせることが大切ではないかと思い

ます。オーバーユースの防止については、選手の動き

をよく観察し、代替練習を提案できることがいいのか

と思います。

9

中学校までの競技人口は多いのに、高校に入学すると

女子が急激に減るテニスですが、ハンド･なぎなた･空

手道もそういうことはありますか？何かアドバイスを

お願いします。

そこまで、競技人口が減少することはないので明確な

回答は差し控えさせて頂きますが、その減少している

理由を考えていくことが解決の糸口ではないかと思い

ます。（進学後、新しい競技に転向しているのか？

バーンアウトなのか？経済的な事が原因か（バイ

ト）？

高校の特別枠(活性化枠)についてどう思われますか？ 高等学校長がその責任の下に特色ある学校づくりの方

策の１つとして行っているので、問題ないと思いま

す。

10

全国の強豪チームの中高連携はどのように上手くやっ

ていると感じますか？沖縄の課題は何だと思われます

か？

７で回答 ご自分の競技の魅力に取りつかれたきっかけは何です

か？

競技を始めたきっかけは、小学５年生時に隣の学級担

任が学校で空手を指導しており、それを見学してかっ

こいいと思ったからです。また、自分で努力を重ねた

だけの結果が大会や昇級審査などで反映されたとき

に、競技を続行する原動力になっていたのだと思いま

す。

11

魅力ある部活動を行うために、バーンアウト、ドロッ

プアウト、オーバーユースによるスポーツ障害の防止

方法について

私自身がバーンアウトが起こる要因は、指導者の”過

度な教え込み”も要因の一つだと思います。各カテゴ

リーにおいて、必要なスキルを身につけさせることが

大切であり、必要以上の指導よりも、ここまでは中学

校で、ここから高校で、というようなものが必要なの

では・・・

部員が少なく、生徒のモチベーションを上げるのに苦

労しています。良い方法があれば教えてください。

部員がどのような部活動を望むのか、また、顧問とし

てどのような部活動を期待するのかをじっくりと話し

合うことがいいと思います。モチベーションが低いの

は、努力しても勝てないなど無力感があるのかもしれ

ません。勝つことが難しいチーム（個人）でも、試合

前にどのような試合内容を目標にするかで、日々の練

習のあり方が変わってくると思います。

12

高校の特別枠(活性化枠)についてどう思われますか？ 各高校の取り組みや狙いがあると思うので、それに

沿っているのであれば問題はないと思います。

女子生徒(選手)への関わり方について気を付けている

こと、コミュニケーション･指導法などありますか？

特にありません。
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13

ご自分の競技の魅力に取りつかれたきっかけは何です

か？

身長の小さな選手でも、活躍することが出来るので、

それが魅力の一つであり、総合的な運動能力（スタミ

ナ・スピード・パワー）が求められる競技だと自負し

ています。

SNSについて(禁止･黙認･推奨？)を指導に活用してい

ますか？もし活用していたら方法を教えてください。

ＳＮＳを活用した指導はしておりません。また、連絡

手段としても活用していません。部員間の部活動に関

する連絡（練習時間、場所の急な変更）は原則とし

て、口頭で伝達することを指導しています。

14

部員が少なく、生徒のモチベーションを上げるのに苦

労しています。良い方法があれば教えてください。

美東中学校の女子ハンド部も現在は、3年生が引退

し、現在は、2年生が8人、1年生が6人と少数で活動

しています。3年生が全国大会優勝という結果を残し

ているので、新チームも同じような目標に向けてモチ

ベーションを上げている真っ最中です。

各専門部で沖縄県のレベルを上げるための具体的な取

り組みについて。

連盟主催の小中強化練習会への参加を促したりしてい

る。

15

女子生徒(選手)への関わり方について気を付けている

こと、コミュニケーション･指導法などありますか？

思春期真っ只中の中学生期において、私自身が指導す

る上での留意点としては、選手とのコミュニケーショ

ンを大切にしているところだと思います。練習中

（ON）練習後（ＯＦＦ）の切り替えも大切ではない

でしょうか！

16

SNSについて(禁止･黙認･推奨？)を指導に活用してい

ますか？もし活用していたら方法を教えてください。

部員間のグループラインについては、黙認している状

況です。但し、実践発表で食トレの取り組みも紹介し

ましたが、指導者と保護者、保護者同士の情報交換や

共有のツールとして活用しています。選手個人と指導

者のラインによる指導や相談等には使用していませ

ん。

17

各専門部で沖縄県のレベルを上げるための具体的な取

り組みについて。

私自身、現在、県ハンド協会の強化部に属していま

す。中学校カテゴリーの選抜チームの監督として12月

の全国大会に向けて強化に取り組んでいるところで

す。具体的な取り組みとしては、早い段階でチームの

核となる選手を合同練習会に参加させ、技術力の向上

や体力の強化等を行っています。


